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STEP１-１ 基本情報STEP１-１ 基本情報
組合コード 29225
組合名称 日本ヒューレット・パッカード健康保険組合
形態 単一
業種 機械器具製造業

令和6年度見込み 令和7年度見込み 令和8年度見込み
被保険者数
* 平均年齢は
特例退職被保
険者を除く

4,247名
男性77.6%

（平均年齢45.56歳）*
女性22.4%

（平均年齢40.09歳）*

-名
男性-%

（平均年齢-歳）*
女性-%

（平均年齢-歳）*

-名
男性-%

（平均年齢-歳）*
女性-%

（平均年齢-歳）*
特例退職被保険
者数

0名 -名 -名

加入者数 8,002名 -名 -名
適用事業所数 5ヵ所 -ヵ所 -ヵ所
対象となる拠点
数

5ヵ所 -ヵ所 -ヵ所

保険料率
*調整を含む

69‰ -‰ -‰

健康保険組合と事業主側の医療専門職
令和6年度見込み 令和7年度見込み 令和8年度見込み
常勤(人) 非常勤(人) 常勤(人) 非常勤(人) 常勤(人) 非常勤(人)

健保組合 顧問医 0 0 - - - -
保健師等 0 0 - - - -

事業主 産業医 1 3 - - - -
保健師等 5 0 - - - -

第3期における基礎数値
（令和4年度の実績値）

特定健康診査実施率 
(特定健康診査実施者数÷
特定健康診査対象者数)

全体 3,289 ∕ 3,751 ＝ 87.7 ％
被保険者 2,666 ∕ 2,686 ＝ 99.3 ％
被扶養者 623 ∕ 1,065 ＝ 58.5 ％

特定保健指導実施率 
(特定保健指導実施者数÷
特定保健指導対象者数)

全体 145 ∕ 734 ＝ 19.8 ％
被保険者 144 ∕ 688 ＝ 20.9 ％
被扶養者 1 ∕ 46 ＝ 2.2 ％

令和6年度見込み 令和7年度見込み 令和8年度見込み
予算額(千円) 被保険者一人

当たり金額（円） 予算額(千円) 被保険者一人
当たり金額（円） 予算額(千円) 被保険者一人

当たり金額（円）

保健事業費

特定健康診査事業費 13,158 3,098 - - - -
特定保健指導事業費 9,025 2,125 - - - -
保健指導宣伝費 12,577 2,961 - - - -
疾病予防費 256,607 60,421 - - - -
体育奨励費 100 24 - - - -
直営保養所費 0 0 - - - -
その他 31,463 7,408 - - - -
　
小計　…a 322,930 76,037 0 - 0 -
経常支出合計　…b 3,355,594 790,109 - - - -
a/b×100 （%） 9.62 - -
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令和6年度見込み 令和7年度見込み

令和8年度見込み
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男性（被保険者）男性（被保険者）
令和6年度見込み 令和7年度見込み 令和8年度見込み
0〜4 0人 5〜9 0人 0〜4 -人 5〜9 -人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 0人 15〜19 0人 10〜14 -人 15〜19 -人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 56人 25〜29 266人 20〜24 -人 25〜29 -人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 216人 35〜39 308人 30〜34 -人 35〜39 -人 30〜34 -人 35〜39 -人
40〜44 505人 45〜49 698人 40〜44 -人 45〜49 -人 40〜44 -人 45〜49 -人
50〜54 626人 55〜59 479人 50〜54 -人 55〜59 -人 50〜54 -人 55〜59 -人
60〜64 135人 65〜69 6人 60〜64 -人 65〜69 -人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 0人 70〜74 -人 70〜74 -人

女性（被保険者）女性（被保険者）
令和6年度見込み 令和7年度見込み 令和8年度見込み
0〜4 0人 5〜9 0人 0〜4 -人 5〜9 -人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 0人 15〜19 0人 10〜14 -人 15〜19 -人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 64人 25〜29 143人 20〜24 -人 25〜29 -人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 96人 35〜39 119人 30〜34 -人 35〜39 -人 30〜34 -人 35〜39 -人
40〜44 124人 45〜49 165人 40〜44 -人 45〜49 -人 40〜44 -人 45〜49 -人
50〜54 139人 55〜59 75人 50〜54 -人 55〜59 -人 50〜54 -人 55〜59 -人
60〜64 27人 65〜69 0人 60〜64 -人 65〜69 -人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 0人 70〜74 -人 70〜74 -人

男性（被扶養者）男性（被扶養者）
令和6年度見込み 令和7年度見込み 令和8年度見込み
0〜4 206人 5〜9 283人 0〜4 -人 5〜9 -人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 292人 15〜19 278人 10〜14 -人 15〜19 -人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 211人 25〜29 23人 20〜24 -人 25〜29 -人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 4人 35〜39 1人 30〜34 -人 35〜39 -人 30〜34 -人 35〜39 -人
40〜44 2人 45〜49 0人 40〜44 -人 45〜49 -人 40〜44 -人 45〜49 -人
50〜54 4人 55〜59 2人 50〜54 -人 55〜59 -人 50〜54 -人 55〜59 -人
60〜64 4人 65〜69 3人 60〜64 -人 65〜69 -人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 1人 70〜74 -人 70〜74 -人

女性（被扶養者）女性（被扶養者）
令和6年度見込み 令和7年度見込み 令和8年度見込み
0〜4 194人 5〜9 269人 0〜4 -人 5〜9 -人 0〜4 -人 5〜9 -人
10〜14 296人 15〜19 321人 10〜14 -人 15〜19 -人 10〜14 -人 15〜19 -人
20〜24 161人 25〜29 33人 20〜24 -人 25〜29 -人 20〜24 -人 25〜29 -人
30〜34 52人 35〜39 105人 30〜34 -人 35〜39 -人 30〜34 -人 35〜39 -人
40〜44 187人 45〜49 251人 40〜44 -人 45〜49 -人 40〜44 -人 45〜49 -人
50〜54 313人 55〜59 182人 50〜54 -人 55〜59 -人 50〜54 -人 55〜59 -人
60〜64 58人 65〜69 9人 60〜64 -人 65〜69 -人 60〜64 -人 65〜69 -人
70〜74 10人 70〜74 -人 70〜74 -人

基本情報から見える特徴

1.被保険者数4,500人未満の小規模の健康保険組合
2.加入者の65%が日本ヒューレット・パッカード合同会社に所属
3.45〜54歳に加入者が集中している
4.中途採用比率が高く、加入者の出入りが多い
5.加入者の87.5%は東京及び関東圏に居住
6.健康保険組合には医療専門職が不在
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STEP１-２ 保健事業の実施状況STEP１-２ 保健事業の実施状況
保健事業の整理から見える特徴保健事業の整理から見える特徴
1. 保健事業のプログラムは幅広くかなり手厚い
2. 母体企業の医療職が健保の組合会議員となっている事や、共同事業として関わる事が多く、情報交換・打ち合わせを行い、それぞれの役割分担を整理している
3. 機関誌の発行は行っていない。広報・周知が必要な事項については健保の外部ホームページや、社員に対しては母体企業のイントラ、Ｅメールを活用して行っている。業態からも、紙の配布物よりホームページ、メールによる案内の方が受け入れられやすい。
4. リモートワークが支流となり、測定会などのイベント型の事業や、移転した加入事業所や小規模オフィスへの対応が課題である
5. 母体企業の人事施策として、Physical、Mental、Financial、Communityの4エリアで定義したWellness Programがある。Wellnessを福利厚生面で重視する考え方がある為、健保の事業に対して人事部門からサポートを得やすい環境にある
6. 定期健康診断については、事業主との共同事業で実施しており、全社員の健診結果を持っている

事業の一覧事業の一覧
職場環境の整備職場環境の整備
　予算措置なし 　健康経営宣言に向けて、事業主と健康課題を共有
加入者への意識づけ加入者への意識づけ
　保健指導宣伝 　育児書配布
　保健指導宣伝 　医療費通知
　保健指導宣伝 　ジェネリック医薬品差額通知
　保健指導宣伝 　健康保険案内冊子配布
　保健指導宣伝 　コミュニケーションツール
　保健指導宣伝 　電話健康相談
　保健指導宣伝 　オンライン健康セミナー
　保健指導宣伝 　データヘルス計画事業
　保健指導宣伝 　加入者向け情報提供
個別の事業個別の事業
　特定健康診査事業 　特定健診（被保険者）
　特定健康診査事業 　特定健診（被扶養者）
　特定健康診査事業 　特定健診情報提供
　特定保健指導事業 　特定保健指導（積極的支援）
　特定保健指導事業 　特定保健指導（動機付け支援）
　疾病予防 　定期健康診断（HbA1c検査）
　疾病予防 　家族健康診断
　疾病予防 　人間ドック（被保険者）
　疾病予防 　人間ドック（被扶養者）
　疾病予防 　脳MR検査
　疾病予防 　ヘリカルCT検査
　疾病予防 　乳がん検診
　疾病予防 　子宮がん検診
　疾病予防 　インフルエンザ予防接種補助
　疾病予防 　メンタル疾病予防
　疾病予防 　口腔ケア事業
　疾病予防 　郵送健診
　疾病予防 　生活習慣病重症化予防プログラム
　疾病予防 　公募型保健事業
　体育奨励 　公募型保健事業（事業主イベント協賛）
　その他 　契約保養所利用補助
　その他 　スポーツクラブ利用補助
事業主の取組事業主の取組
　1 　定期健康診断
　2 　雇入時健康診断
　3 　海外派遣健康診断
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　4 　過残業臨時健康診断
※事業は予算科目順に並び替えて表示されています。
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職場環境の整備職場環境の整備
予
算
措
置
な
し

1
健康経営宣言
に向けて、事
業主と健康課
題を共有

加入事業所の健康経営優良法人認定をサポート 全て 男女
18
〜
74

被保険
者 -

衛生委員会への参加
人事、健康管理部門との定期的な情報
交換

健康診断、EAPプログラムは事業主と
の共同事業で実施している点

小規模事業所の健康経営への取り組み
サポート 3

加入者への意識づけ加入者への意識づけ
保
健
指
導
宣
伝

2 育児書配布 育児をする上での健康に関する知識を提供 全て 男女
18
〜
74

被保険
者,被扶

養者
257

申込みに基づき「はじめての育児」、
「はじめての離乳食」、「病気とホー
ムケア」の3冊をセットを送付

配布書籍の見直し - 5

2 医療費通知 医療費の実態を把握する事による医療費適正化及び不適切な医療費請
求のチェック 全て 男女

18
〜
74

被保険
者,被扶

養者
1,130 毎年1月〜12月分を3月上旬に通知 年間医療費通知として発行 Web通知への移行調整中 4

7
ジェネリック
医薬品差額通
知

医療費および薬剤費の適正化、ジェネリック医薬品普及のための啓発
活動 全て 男女

18
〜
74

被保険
者,被扶

養者
100

シール、リーフレット配布によるジェ
ネリック医薬品普及啓発を優先して実
施

保険証発行時および健診案内への同封
による啓発 Web通知への移行調整中 2

5 健康保険案内
冊子配布 新入社員、中途入社者への情報提供 全て 男女

18
〜
74

被保険
者 638 健康保険証交付時に配布 保健事業年間スケジュールを追加掲載 - 5

5 コミュニケー
ションツール 健康保険制度、各種手続き、保健事業の周知・広報 全て 男女

18
〜
74

加入者
全員 1,000 広報誌を発行していない為、情報発信

の手段として活用
Q＆Aの適宜見直し
チャットボットを活用して問い合わせ
件数を減少

- -

6 電話健康相談 加入者に対する24時間体制の一般健康相談窓口を提供 全て 男女

0
〜（

上
限
な
し）

加入者
全員 700 毎月の利用レポートで利用状況を把握

健保に医療専門職がいない事や、緊急
時等のセーフティーネットとしての仕
組みの提供という位置づけ

利用状況によって事業継続を検討 4

2,5 オンライン健
康セミナー

健診結果の理解を深め、精密検査および早期受診に繋げるため、
健康課題への意識を高めるため、医師によるオンライン講演を提供。 全て 男女

18
〜
74

被保険
者 3,000 年3〜4回の実施 各診療科の専門医へ依頼 アーカイブ視聴者からのアンケート回

答率 2

4 データヘルス
計画事業 本人による健康状態の把握と健康課題の問題解決 全て 男女

35
〜
74

基準該
当者 3,000

若年者、服薬者向け特定保健指導
男性・女性特有の健康課題解決のため
の保健指導

リピーター対策として、複数の委託先
と契約

申込制のため、保健指導未受診者が多
数 2

2,5 加入者向け情
報提供 ヘルスリテラシー向上のための情報提供 全て 男女

18
〜
74

被保険
者,被扶
養者,任
意継続

者
1,000 健診案内、健診結果送付時にリーフレ

ット同封
リーフレットは毎回違う種類・テーマ
のものを同封

健診受診率が伸び悩んでいる被扶養者
への対策 4

個別の事業個別の事業
特
定
健
康
診
査
事
業

3 特定健診（被
保険者） 健康状態の把握、QOLの向上、早期発見・早期治療 全て 男女

40
〜
74

被保険
者,任意
継続者

1,072 事業主の定期健診と共同事業として実
施 早期予約キャンペーンの提供 結果返却が遅い医療機関への改善要請 4

予予
算算
科科
目目

注1)注1)
事業事業
分類分類

事業名事業名 事業目標事業目標
対象者対象者

事業費事業費
(千円)(千円)

振り返り振り返り
注2)注2)
評価評価対象対象

事業所事業所 性別性別 年年
齢齢 対象者対象者 実施状況・時期実施状況・時期 成功・推進要因成功・推進要因 課題及び阻害要因課題及び阻害要因
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3 特定健診（被
扶養者） 健康状態の把握、QOLの向上、早期発見・早期治療 全て 男女

40
〜
74

被扶養
者 7,150 受診期間：4月〜翌2月 家族健診コースは健保全額補助 未受診者対策 3

2,3 特定健診情報
提供 健康状態の把握、QOLの向上、早期発見・早期治療 全て 男女

40
〜
74

被保険
者,被扶

養者
4,935 委託先仕様の紙媒体での情報提供 リーフレット同封によるヘルスリテラ

シーの向上 Web通知への移行 3

特
定
保
健
指
導
事
業

4
特定保健指導
（積極的支援
）

健康状態の把握と健康課題の問題解決、生活習慣病重症化予防 全て 男女
40
〜
74

基準該
当者 5,890

事業主の了解を得て就業時間内に実施
出来るよう調整済み
ICT面談採用中

リピーター対策として、複数の委託先
と契約

申込制のため、保健指導未受診者が多
数 2

4
特定保健指導
（動機付け支
援）

健康状態の把握と健康課題の問題解決、生活習慣病重症化予防 全て 男女
40
〜
74

基準該
当者 3,135

事業主の了解を得て就業時間内に実施
出来るよう調整済み
ICT面談採用中

リピーター対策として、複数の委託先
と契約

申込制のため、保健指導未受診者が多
数 2

疾
病
予
防

3
定期健康診断
（HbA1c検査
）

健康状態の把握、QOLの向上、早期発見・早期治療 全て 男女
18
〜
34

被保険
者 522 法定項目対象外のHbA1cは定期健診に

追加して健保負担で実施
空腹時血糖だけでは見えてなかった生
活習慣病リスクを事業主と共有できた
こと

- 5

3 家族健康診断 健康状態の把握、QOLの向上、早期発見・早期治療 全て 男女
18
〜
74

被扶養
者 19,335 被扶養配偶者、及び40歳以上の被扶養

者が対象 家族健康診断は健保全額補助 費用対効果の面から、検査項目や健診
コースの見直しを検討 3

3 人間ドック（
被保険者） 健康状態の把握、QOLの向上、早期発見・早期治療 全て 男女

35
〜
74

被保険
者,任意
継続者

114,013 社員：4月〜9月
任意継続：4月〜翌2月 委託先による健診予約、受診手配 任意継続被保険者の予約・受診勧奨 4

3 人間ドック（
被扶養者） 健康状態の把握、QOLの向上、早期発見・早期治療 全て 男女

35
〜
74

被扶養
者 9,645

4月〜翌2月
35歳以上の被扶養配偶者、及び40歳以
上の被扶養者が対象 委託先による健診予約、受診手配 継続未受診者への予約勧奨 3

3 脳MR検査 健康状態の把握、QOLの向上、早期発見・早期治療 全て 男女
40
〜
74

被保険
者,被扶
養者,任
意継続

者
7,200 社員：4月〜9月

任意継続：4月〜翌2月 人間ドックと同日受診出来る利便性 費用対効果の検証 2

3 ヘリカルCT検
査 【目的】健康状態の把握、QOLの向上、早期発見・早期治療 全て 男女

40
〜
74

被保険
者,被扶
養者,任
意継続

者
1,625 社員：4月〜9月

任意継続：4月〜翌2月 人間ドックと同日受診出来る利便性 費用対効果の検証 -

3 乳がん検診 がんの早期発見・早期治療によるQOLの向上 全て 女性
18
〜
74

被保険
者,被扶

養者
11,050 社員：4月〜9月

任意継続：4月〜翌2月
定期健康診断、人間ドック、家族健診
と同日受診出来る利便性 費用対効果の検証 3

3 子宮がん検診 がんの早期発見・早期治療によるQOLの向上 全て 女性
18
〜
74

被保険
者,被扶
養者,任
意継続

者
8,000 社員：4月〜9月

任意継続：4月〜翌2月
定期健康診断、人間ドック、家族健診
と同日受診出来る利便性 若年層の受診率 3

3
インフルエン
ザ予防接種補
助

インフルエンザの合併症の減少、重症化予防 全て 男女
0

〜
74

加入者
全員 14,000 任意の医療機関での接種につき、1人3,

500円を上限として償還払い 2021年度からWeb申請 接種率の把握 4

5 メンタル疾病
予防 メンタル疾患の早期発見・早期治療、生産性向上と職場環境改善 全て 男女

0
〜
74

加入者
全員 7,975 健康管理部門の社内EAPと外部EAPによ

る総合的な支援
医療機関が運営するEAPサービス
心理専門職によるセミナー提供 相談窓口の周知 4

予予
算算
科科
目目

注1)注1)
事業事業
分類分類

事業名事業名 事業目標事業目標
対象者対象者

事業費事業費
(千円)(千円)

振り返り振り返り
注2)注2)
評価評価対象対象

事業所事業所 性別性別 年年
齢齢 対象者対象者 実施状況・時期実施状況・時期 成功・推進要因成功・推進要因 課題及び阻害要因課題及び阻害要因
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3 口腔ケア事業 歯周病の早期発見・早期治療、口腔ケアの意識向上による歯科医療費
適正化 全て 男女

18
〜
74

被保険
者,任意
継続者

1,000 キャンペーン期間：6月〜8月 歯科検診または歯石除去の受診者へイ
ンセンティブポイントを付与 継続未受診者への啓発 4

3 郵送健診 健康状態の把握による健康課題の問題解決 全て 男女
18
〜
74

被扶養
者 10,000

節目健診として、30歳（ABC検査）、5
5歳（骨粗鬆症検査）を提供
子宮頸がん検診普及活動として、HPV
検査キットを提供

自宅で検査できる利便性 結果受領後のフォローアップ体制 3

4
生活習慣病重
症化予防プロ
グラム

特定保健指導対象者及び生活習慣病治療中の方への啓発 全て 男女
18
〜
74

基準該
当者 3,000 通年

短期入院プログラムを提供
糖尿病専門医による予防意識の動機づ
け

プログラム実施の医療機関が限られて
いる 2

2,5 公募型保健事
業

事業所、地域特性、加入者のニーズに応じた効果的かつ効率的な保健
事業の実施と機会の均等提供 全て 男女

18
〜
74

被保険
者 5,000

上期、下期の2期制で実施
申請受付・審査後、実施対象を決定し
予算を付与

加入事業所への制度周知
実施事例の紹介
メニューの入替

委託先のコンテンツ開発 5

体
育
奨
励

2,5
公募型保健事
業（事業主イ
ベント協賛）

事業所、地域特性、加入者のニーズに応じた効果的かつ効率的な保健
事業の実施と機会の均等提供 全て 男女

18
〜
74

被保険
者,被扶

養者
100

上期、下期の2期制で実施
申請受付・審査後、実施対象を決定し
予算を付与

測定会などの事業主イベントへの協賛 在宅勤務が主流となりオフィスでのイ
ベント回数が減少 5

そ
の
他

8 契約保養所利
用補助 加入者の健康増進への環境及び意識の醸成 全て 男女

0
〜
74

被保険
者,被扶

養者
24,460 4月〜翌3月の1年間に6泊補助 予約時に補助金が適用される利便性 資格外利用のチェック

公平性の観点から適用範囲の見直しを
検討

3

5 スポーツクラ
ブ利用補助 運動による健康増進ときっかけ作り 全て 男女

15
〜
74

被保険
者,被扶

養者
7,000 月10回までの利用補助を実施 都度利用時に対する補助による利便性 利用者の固定化、新規利用者の増加 2

注１) １．職場環境の整備  ２．加入者への意識づけ  ３．健康診査  ４．保健指導・受診勧奨  ５．健康教育  ６．健康相談  ７．後発医薬品の使用促進  ８．その他の事業
注２) １．39%以下  ２．40%以上  ３．60%以上  ４．80%以上  ５．100%

予予
算算
科科
目目

注1)注1)
事業事業
分類分類

事業名事業名 事業目標事業目標
対象者対象者

事業費事業費
(千円)(千円)

振り返り振り返り
注2)注2)
評価評価対象対象

事業所事業所 性別性別 年年
齢齢 対象者対象者 実施状況・時期実施状況・時期 成功・推進要因成功・推進要因 課題及び阻害要因課題及び阻害要因
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事業主の取組事業主の取組

定期健康診断 労働安全衛生法に基づく実施 被保険者 男女
18
〜
74

受診率100% 事業主の保健師による受診勧奨 - 有

雇入時健康診断 労働安全衛生法に基づく実施 被保険者 男女
18
〜
74

新卒・中途入社者に対して実施 法令に基づく実施 - 無

海外派遣健康診断 労働安全衛生法に基づく実施 被保険者 男女
18
〜
74

予約、費用精算、データ管理等の面で業務委託
の仕組みを利用して実施。 - - 無

過残業臨時健康診
断 労働安全衛生法に基づく長時間労働者に対し、実施。 被保険者 男女

18
〜
74

予約、費用精算、データ管理等の面で業務委託
の仕組みを利用して実施。 事業主所属の保健師による受診勧奨 - 無

事業名事業名 事業の目的および概要事業の目的および概要
対象者対象者 振り返り振り返り 共同共同

実施実施資格資格 性別性別 年年
齢齢 実施状況・時期実施状況・時期 成功・推進要因成功・推進要因 課題及び阻害要因課題及び阻害要因

9



STEP１１-３３ 基本分析基本分析

登録済みファイル一覧登録済みファイル一覧
記号 ファイル画像 タイトル カテゴリ コメント
ア 生活習慣病医療費 医療費・患者数分析 -

イ 生活習慣病医療費 医療費・患者数分析 -

ウ 被保険者_生活習慣病医療費 医療費・患者数分析 -

エ 歯科受診状況 医療費・患者数分析 -

オ 後発医薬品使用状況 後発医薬品分析 -

カ がん患者数割合 医療費・患者数分析 -

キ メンタル疾患患者数割合 医療費・患者数分析 -
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＜2022年度現状分析＞生活習慣病に関する医療費

出典：IQVIAソリューションズ ジャパン合同会社 CH25システム

虚血性心
疾患

脳血管疾
患

糖尿病 高血圧
脂質異常

症
腎機能障

害
痛風

肝機能障
害

動脈瘤
骨粗しょう

症
動脈硬化

症
慢性閉塞
性肺疾患

肥満症 計

2018年度 17 11 14 17 13 1 5 4 1 0 0 0 0 83

2019年度 13 7 15 16 16 1 6 6 1 0 0 0 0 81

2020年度 4 7 16 17 16 1 5 5 2 0 0 0 0 73

2021年度 9 7 20 18 18 2 5 5 0 0 0 0 0 84

2022年度 27 21 21 20 17 6 6 4 1 1 0 0 0 124

対2018年度 増加 増加 増加 増加 増加 増加 増加 増加 増加

高血圧 糖尿病
脂質異常

症
脳血管疾

患
腎機能障

害
肝機能障

害
骨粗しょう

症
虚血性心
疾患

動脈硬化
症

肥満症 動脈瘤 痛風
慢性閉塞
性肺疾患

計

2018年度 4 3 4 1 4 2 1 1 0 0 0 0 0 20

2019年度 4 5 5 11 1 2 1 1 0 0 0 0 0 30

2020年度 4 4 4 1 3 2 1 1 0 0 0 0 0 20

2021年度 7 6 5 8 3 2 1 1 0 0 0 0 0 33

2022年度 8 5 5 4 3 2 1 1 0 0 0 0 0 29

対2018年度 増加 増加 増加 増加 減少 増加

     

被保険者
（百万円）

被扶養者
（百万円）
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＜2022年度現状分析＞生活習慣病に関する医療費

出典：IQVIAソリューションズ ジャパン合同会社 CH25システム

虚血性心
疾患

脳血管疾
患

糖尿病 高血圧
脂質異常

症
腎機能障

害
痛風

肝機能障
害

動脈瘤
動脈硬化

症
慢性閉塞
性肺疾患

肥満症
骨粗しょう

症
計

2018年度 17 11 13 15 12 1 5 4 1 0 0 0 0 79

2019年度 13 7 14 15 15 1 6 6 1 0 0 0 0 78

2020年度 4 6 15 15 15 1 5 4 2 0 0 0 0 67

2021年度 9 6 19 17 17 1 5 5 0 0 0 0 0 79

2022年度 27 21 20 19 16 6 6 4 1 0 0 0 0 120

対2018年度 増加 増加 増加 増加 増加 増加 増加 増加

高血圧
脂質異常

症
糖尿病

脳血管疾
患

骨粗しょう
症

肝機能障
害

動脈瘤
腎機能障

害
動脈硬化

症
虚血性心
疾患

肥満症 痛風
慢性閉塞
性肺疾患

計

2018年度 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

2019年度 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4

2020年度 2 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5

2021年度 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4

2022年度 2 2 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 7

対2018年度 増加 増加 増加 増加 増加

     

男性
（百万円）

女性
（百万円）
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＜2022年度現状分析＞生活習慣病に関わる疾病の一人当たり医療費

出典：健保連レセプト管理・分析システム

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000

人工透析

高血圧性腎臓障害

肝機能障害

高脂血症

高尿酸血症

高血圧症

動脈閉塞

虚血性心疾患

脳血管疾患

糖尿病

被保険者・男性

当健保組合 全健保組合

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000 4,500

人工透析

高血圧性腎臓障害

肝機能障害

高脂血症

高尿酸血症

高血圧症

動脈閉塞

虚血性心疾患

脳血管疾患

糖尿病

被保険者・女性

当健保組合 全健保組合

13



＜2022年度現状分析＞歯科受診状況

出典：IQVIAソリューションズ ジャパン合同会社 CH25システム

歯科受診状況

※ 対象期間中に在籍した加入者のうち、歯科レセプトが
　　無かった対象者を「歯科受診無し」と定義

     

2020～2022年度

69.0%

31.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

歯科受診率

３年間歯科受診歴無し

歯科受診歴あり

歯科受診状況

※ 対象期間中に在籍した加入者のうち、歯科レセプトが
　　無かった対象者を「歯科受診無し」と定義

     

2017～2019年度

67.0%

33.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

歯科受診率

３年間歯科受診歴無し

歯科受診歴あり
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＜2022年度現状分析＞後発医薬品使用状況

出典：IQVIAソリューションズ ジャパン合同会社 CH25システム

※1 使用率は年間合計の割合

※2 厚労省統計：調剤医療費（電算処理分）の動向（年度版）　「令和２年度 調剤医療費（電算処理分）の動向

　　4.後発医薬品割合の推移及び後発医薬品割合（数量ベース）階級別保険薬局数構成割合　表4-2　年度毎にみた後発医薬品割合　https://www.mhlw.go.jp/topics/medias/year/20/dl/gaiyo_data.pdf

     

　

[数量ベース]

72.2%
75.6% 77.2% 77.9% 78.1%75.9%

79.1%
81.4% 82.0% 83.2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

当組合 厚労省統計
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＜2022年度現状分析＞がん 患者数割合

出典：IQVIAソリューションズ ジャパン合同会社 CH25システム
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＜2022年度現状分析＞メンタル疾患 患者数割合

出典：IQVIAソリューションズ ジャパン合同会社 CH25システム
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STEP２ 健康課題の抽出STEP２ 健康課題の抽出
No. STEP1

対応項目 基本分析による現状把握から見える主な健康課題 対策の方向性 優先すべき
課題

1
生活習慣病に関する医療費の増加  ・特定保健指導の対象範囲を拡大

・本人の健康状態の把握と健康課題の問題意識を自覚するための保健指
導を展開



2 がん対策  ・がん検診および精密検査受診率アップに重点をおく
・現役医師によるセミナー提供で検診の重要性を訴求 

3
メンタルヘルス対策  ・1次予防としての相談窓口提供

・事業所へのセミナー提供による、休職長期化、重症化を避ける事に重
点をおく



4
歯科対策  ・口腔内環境管理の意識向上

・口腔内細菌と内科疾患との関連性を周知
・全身の健康状態の向上

5 後発医薬品使用状況  ・後発医薬品利用シールの配布、差額通知
・後発医薬品認知度向上のための啓発

基本情報基本情報
No. 特徴 対策検討時に留意すべき点

1

1.被保険者数4,500人未満の小規模の健康保険組合
2.加入者の65%が日本ヒューレット・パッカード合同会社に所属
3.45〜54歳に加入者が集中している
4.中途採用比率が高く、加入者の出入りが多い
5.加入者の87.5%は東京及び関東圏に居住
6.健康保険組合には医療専門職が不在

 ・加入事業所への公平性
・事業所の規模に応じた協働体制の構築
・母体企業の健康管理部門との連携・協働体制の構築が必要
・委託先との連携強化が必要

保健事業の実施状況保健事業の実施状況
No. 特徴 対策検討時に留意すべき点

ア，イ，ウ

カ

キ

エ

オ
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1

1. 保健事業のプログラムは幅広くかなり手厚い
2. 母体企業の健康管理部門（産業医、保健師）から健保の組合会議員となっている事や、共
同事業として関わる事が多い為、
情報交換、打ち合わせを行い、それぞれの役割分担を整理している
3. 機関誌の発行は行っていない。広報・周知が必要な事項については健保の外部ホームペー
ジや、社員に対しては母体企業のイントラ、Ｅメールを活用して行っている
固定席でない人も多く、業態からも、紙の配布物よりホームページ、メールによる案内の方
が受け入れられやすい
4. リモートワークが支流となり、測定会などのイベント型の事業や、移転した加入事業所や
小規模オフィスへの対応が課題である
5. 母体企業の人事施策として、Physical、Mental、Financial、Communityの4エリアで定
義したWellness Programとがある。Wellnessを福利厚生面で重視する考え方がある為、健
保の事業に対して人事部門からサポートを得やすい環境にある
6. 定期健康診断については、事業主との共同事業で実施しており、全社員の健診結果を持っ
ている

 ・加入事業所への公平性
・事業所の規模に応じた協働体制の構築
・母体企業の健康管理部門との連携・協働体制の構築が必要
・委託先との連携強化が必要
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STEP３ 保健事業の実施計画STEP３ 保健事業の実施計画

事業の一覧事業の一覧
職場環境の整備職場環境の整備
　予算措置なし 　健康経営宣言に向けて、事業主と健康課題を共有
加入者への意識づけ加入者への意識づけ
　保健指導宣伝 　育児書配布
　保健指導宣伝 　医療費通知
　保健指導宣伝 　ジェネリック医薬品差額通知
　保健指導宣伝 　健康保険案内冊子配布
　保健指導宣伝 　コミュニケーションツール
　保健指導宣伝 　電話健康相談
　保健指導宣伝 　オンライン健康セミナー
　保健指導宣伝 　データヘルス計画事業
　保健指導宣伝 　加入者向け情報提供
個別の事業個別の事業
　特定健康診査事業 　特定健診（被保険者）
　特定健康診査事業 　特定健診（被扶養者）
　特定健康診査事業 　特定健診情報提供
　特定保健指導事業 　特定保健指導（積極的支援）
　特定保健指導事業 　特定保健指導（動機付け支援）
　疾病予防 　定期健康診断（HbA1c検査）
　疾病予防 　家族健康診断
　疾病予防 　人間ドック（被保険者）
　疾病予防 　人間ドック（被扶養者）
　疾病予防 　脳MR検査
　疾病予防 　ヘリカルCT検査
　疾病予防 　乳がん検診
　疾病予防 　子宮がん検診
　疾病予防 　インフルエンザ予防接種補助
　疾病予防 　メンタル疾病予防
　疾病予防 　口腔ケア事業
　疾病予防 　郵送健診
　疾病予防 　生活習慣病重症化予防プログラム
　疾病予防 　公募型保健事業
　体育奨励 　公募型保健事業（事業主イベント協賛）
　その他 　契約保養所利用補助
　その他 　スポーツクラブ利用補助
※事業は予算科目順に並び替えて表示されています。

事業全体の目的事業全体の目的
・特定保健指導を中心とした生活習慣病対策
・ハイリスク・服薬者への保健指導を行い重症化予防につなげる
・疾病の早期発見によるアブセンティーイズムの短縮でQOL向上につなげる
・男性、女性特有の健康課題への保健指導を強化

事業全体の目標事業全体の目標
・国の重点課題である特定健診受診率・保健指導実施率の目標達成
・生活習慣病重症化予防による医療費削減
・がん検診および精密検査受診率アップによる、早期発見・早期治療
・健診後の各種保健指導により、健康課題の問題解決を支援
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職場環境の整備職場環境の整備
- - - - - -

予
算
措
置
な
し

1,2 既
存

健康経営宣言
に向けて、事
業主と健康課
題を共有

全て 男女
18
〜
74

被保険
者 ３ キ,ケ

専門職の意見を反映した
データ提供
健康スコアリングレポー
トの活用

ア,イ,ウ -

専門職の意見を反映した
データ提供
健康スコアリングレポー
トの活用
「健康企業宣言」Step2更
新
「健康経営優良法人」認
定支援

専門職の意見を反映した
データ提供
健康スコアリングレポー
トの活用
「健康企業宣言」Step2更
新
「健康経営優良法人」認
定支援

専門職の意見を反映した
データ提供
健康スコアリングレポー
トの活用
「健康企業宣言」Step2更
新
「健康経営優良法人」認
定支援

専門職の意見を反映した
データ提供
健康スコアリングレポー
トの活用
「健康企業宣言」Step2更
新
「健康経営優良法人」認
定支援

専門職の意見を反映した
データ提供
健康スコアリングレポー
トの活用
「健康企業宣言」Step2更
新
「健康経営優良法人」認
定支援

専門職の意見を反映した
データ提供
健康スコアリングレポー
トの活用
「健康企業宣言」Step2更
新
「健康経営優良法人」認
定支援

加入事業所の「健康経営優良法人」認定支
援

該当なし（これまでの経緯等で実
施する事業）

健康経営優良法人申請支援(【実績値】2社　【目標値】令和6年度：3社　令和7年度：3社　令和8年度：3社　令和9年度：3社　令和10年度：3社　令和11年度：3社
)- 健康経営優良法人認定(【実績値】1社　【目標値】令和6年度：3社　令和7年度：3社　令和8年度：3社　令和9年度：3社　令和10年度：3社　令和11年度：3社)-

加入者への意識づけ加入者への意識づけ
257 - - - - -

保
健
指
導
宣
伝

2,5 既
存 育児書配布 全て 男女

18
〜
74

被保険
者,被扶

養者
１ ス

出産した被保険者、被扶
養者、誕生したお子様を
被扶養者とした被保険者
への配布

シ - 配布冊子の定期的な見直
し

配布冊子の定期的な見直
し

配布冊子の定期的な見直
し

配布冊子の定期的な見直
し

配布冊子の定期的な見直
し

配布冊子の定期的な見直
し 育児をする上での健康に関する知識を提供 該当なし（これまでの経緯等で実

施する事業）

配布件数(【実績値】12回　【目標値】令和6年度：12回　令和7年度：12回　令和8年度：12回　令和9年度：12回　令和10年度：12回　令和11年度：12回)申込発
生時に配布

効果測定指標の特定が困難なため
(アウトカムは設定されていません)

1,130 - - - - -

2 既
存 医療費通知 全て 男女

18
〜
74

被保険
者,被扶

養者
１ ス 毎年1月〜12月分を3月上

旬に通知 シ
令和6年度分より紙通知か
らWeb通知への運用変更
を検討中

毎年1月〜12月分を3月上
旬に通知

毎年1月〜12月分を3月上
旬に通知

毎年1月〜12月分を3月上
旬に通知

毎年1月〜12月分を3月上
旬に通知

毎年1月〜12月分を3月上
旬に通知

毎年1月〜12月分を3月上
旬に通知

医療費の実態を把握する事による医療費適
正化及び不適切な医療費請求のチェック

該当なし（これまでの経緯等で実
施する事業）

Web通知の閲覧率(【実績値】-　【目標値】令和6年度：60％　令和7年度：65％　令和8年度：70％　令和9年度：75％　令和10年度：80％　令和11年度：85％)- 効果測定指標の特定が困難なため
(アウトカムは設定されていません)

100 - - - - -

2,7 既
存

ジェネリック
医薬品差額通
知

全て 男女
18
〜
74

被保険
者,被扶

養者
１ ス

継続的に生活習慣病や花
粉症等の薬剤の処方を受
けている加入者を一定の
基準を定め抽出
差額通知を送付し、ジェ
ネリック医薬品の利用促
進を行う

シ
シール、リーフレット配
布による啓発を優先して
実施
Web通知の方法を検討中

継続的に生活習慣病や花
粉症等の薬剤の処方を受
けている加入者を一定の
基準を定め抽出

継続的に生活習慣病や花
粉症等の薬剤の処方を受
けている加入者を一定の
基準を定め抽出

継続的に生活習慣病や花
粉症等の薬剤の処方を受
けている加入者を一定の
基準を定め抽出

継続的に生活習慣病や花
粉症等の薬剤の処方を受
けている加入者を一定の
基準を定め抽出

継続的に生活習慣病や花
粉症等の薬剤の処方を受
けている加入者を一定の
基準を定め抽出

継続的に生活習慣病や花
粉症等の薬剤の処方を受
けている加入者を一定の
基準を定め抽出

医療費および薬剤費の適正化、ジェネリッ
ク医薬品普及のための啓発活動 後発医薬品使用状況

差額通知発行(【実績値】-　【目標値】令和6年度：2回　令和7年度：2回　令和8年度：2回　令和9年度：2回　令和10年度：2回　令和11年度：2回)- 後発医薬品使用率(【実績値】82.0％　【目標値】令和6年度：85.0％　令和7年度：86.0％　令和8年度：87.0％　令和9年度：88.0％　令和10年度：89.0％　令和11年度：90.0％)-

638 - - - - -

2,5 既
存

健康保険案内
冊子配布 全て 男女

18
〜
74

被保険
者 １ ス

健康保険証交付時に配布
Wellnessイベント時に配
布

シ -
保健事業の年間スケジュ
ールを掲載
加入者への制度周知

保健事業の年間スケジュ
ールを掲載
加入者への制度周知

保健事業の年間スケジュ
ールを掲載
加入者への制度周知

保健事業の年間スケジュ
ールを掲載
加入者への制度周知

保健事業の年間スケジュ
ールを掲載
加入者への制度周知

保健事業の年間スケジュ
ールを掲載
加入者への制度周知

【目的】新入社員、中途入社者への情報提
供

該当なし（これまでの経緯等で実
施する事業）

冊子配布(【実績値】12回　【目標値】令和6年度：12回　令和7年度：12回　令和8年度：12回　令和9年度：12回　令和10年度：12回　令和11年度：12回)- 効果測定指標の特定が困難なため
(アウトカムは設定されていません)

1,000 - - - - -

2,5 既
存

コミュニケー
ションツール 全て 男女

18
〜
74

加入者
全員 １ ス

Q＆Aの適宜見直し
チャットボットを活用し
て問い合わせ件数を減少

シ 委託先によるホームペー
ジ運営

チャットボットを活用し
て問い合わせ件数を減少

チャットボットを活用し
て問い合わせ件数を減少

チャットボットを活用し
て問い合わせ件数を減少

チャットボットを活用し
て問い合わせ件数を減少

チャットボットを活用し
て問い合わせ件数を減少

チャットボットを活用し
て問い合わせ件数を減少

健康保険制度、各種手続き、保健事業の周
知・広報

該当なし（これまでの経緯等で実
施する事業）

チャットボット利用(【実績値】398回　【目標値】令和6年度：500回　令和7年度：550回　令和8年度：600回　令和9年度：650回　令和10年度：700回　令和11
年度：750回)-

効果測定指標の特定が困難なため
(アウトカムは設定されていません)

700 - - - - -

6 既
存 電話健康相談 全て 男女

0
〜（

上
限
な
し）

加入者
全員 １ ス - シ 委託先による窓口運営 社内イントラでの周知 社内イントラでの周知 社内イントラでの周知 社内イントラでの周知 社内イントラでの周知 社内イントラでの周知 【目的】加入者に対する24時間体制の一般

健康相談窓口を提供
該当なし（これまでの経緯等で実
施する事業）

相談実績(【実績値】10回　【目標値】令和6年度：-回　令和7年度：-回　令和8年度：-回　令和9年度：-回　令和10年度：-回　令和11年度：-回)- 効果測定指標の特定が困難なため
(アウトカムは設定されていません)

3,000 - - - - -

5 既
存

オンライン健
康セミナー 全て 男女

18
〜
74

被保険
者,被扶

養者
１ エ 医師によるオンライン講

演を提供 ウ,カ - 年3〜4回の実施 年3〜4回の実施 年3〜4回の実施 年3〜4回の実施 年3〜4回の実施 年3〜4回の実施
健康課題への意識を高めるため、健診結果
の理解を深め、精密検査および早期受診に
繋げる

生活習慣病に関する医療費の増加
がん対策
メンタルヘルス対策

実施回数(【実績値】2回　【目標値】令和6年度：4回　令和7年度：4回　令和8年度：4回　令和9年度：4回　令和10年度：4回　令和11年度：4回)- セミナー満足度(【実績値】90.0％　【目標値】令和6年度：91.0％　令和7年度：92.0％　令和8年度：93.0％　令和9年度：94.0％　令和10年度：95.0％　令和11年度：96.0％)-

予予
算算
科科
目目

注1)注1)
事業事業
分類分類

新新
規規
既既
存存

事業名事業名
対象者対象者 注2)注2)

実施実施
主体主体

注3)注3)
プロセスプロセス

分類分類
実施方法実施方法

注4)注4)
ストラクストラク

チャーチャー
分類分類

実施体制実施体制
予算額(千円)予算額(千円)

事業目標事業目標 健康課題との関連健康課題との関連実施計画実施計画
対象対象

事業所事業所 性別性別 年年
齢齢 対象者対象者 令和6年度令和6年度 令和7年度令和7年度 令和8年度令和8年度 令和9年度令和9年度 令和10年度令和10年度 令和11年度令和11年度

アウトプット指標アウトプット指標 アウトカム指標アウトカム指標

21



3,000 - - - - -

2,4,5,
6

既
存

データヘルス
計画事業 全て 男女

18
〜
74

被保険
者,被扶

養者
１ ア,ク,サ

若年者、服薬者向け特定
保健指導
男性・女性特有の健康課
題解決のための保健指導
を実施

ア,ウ,シ -
若年者、服薬者向け特定
保健指導
男性・女性特有の健康課
題解決のための保健指導
を実施

若年者、服薬者向け特定
保健指導
男性・女性特有の健康課
題解決のための保健指導
を実施

若年者、服薬者向け特定
保健指導
男性・女性特有の健康課
題解決のための保健指導
を実施

若年者、服薬者向け特定
保健指導
男性・女性特有の健康課
題解決のための保健指導
を実施

若年者、服薬者向け特定
保健指導
男性・女性特有の健康課
題解決のための保健指導
を実施

若年者、服薬者向け特定
保健指導
男性・女性特有の健康課
題解決のための保健指導
を実施

【目的】保健指導による健康的な生活習慣
への改善および定着、生活習慣病重症化予
防

生活習慣病に関する医療費の増加
該当なし（これまでの経緯等で実
施する事業）

若年・服薬者保健指導参加者(【実績値】100人　【目標値】令和6年度：150人　令和7年度：180人　令和8年度：210人　令和9年度：240人　令和10年度：270人
　令和11年度：300人)-

生活習慣の改善意思(【実績値】18.0％　【目標値】令和6年度：20.0％　令和7年度：22.0％　令和8年度：24.0％　令和9年度：26.0％　令和10年度：28.0％　令和11年度：30.0％)改善に取り組んでいる（6ヵ月
以上）

1,000 - - - - -

2,5 既
存

加入者向け情
報提供 全て 男女

18
〜
74

被保険
者,被扶
養者,任
意継続

者
１ ス

健診案内、健診結果送付
時にリーフレット同封
健診の重要性、結果の見
方などリテラシー向上の
ための情報提供

シ - リーフレット見直し リーフレット見直し リーフレット見直し リーフレット見直し リーフレット見直し リーフレット見直し ヘルスリテラシー向上のための情報提供 該当なし（これまでの経緯等で実
施する事業）

提供回数(【実績値】2回　【目標値】令和6年度：2回　令和7年度：2回　令和8年度：2回　令和9年度：2回　令和10年度：2回　令和11年度：2回)- 効果測定指標の特定が困難なため
(アウトカムは設定されていません)

個別の事業個別の事業
1,072 - - - - -

特
定
健
康
診
査
事
業

3

既
存(

法
定)

特定健診（被
保険者） 全て 男女

40
〜
74

被保険
者,任意
継続者

３ エ,オ,サ - ア,イ,カ,コ
,シ

委託先による健診予約、
受診手配、結果返却、XM
Lデータ納品

未予約者への勧奨
受診結果の早期回収
欠損データ0件

未予約者への勧奨
受診結果の早期回収
欠損データ0件

未予約者への勧奨
受診結果の早期回収
欠損データ0件

未予約者への勧奨
受診結果の早期回収
欠損データ0件

未予約者への勧奨
受診結果の早期回収
欠損データ0件

未予約者への勧奨
受診結果の早期回収
欠損データ0件

【目的】健康状態の把握、QOLの向上、早
期発見・早期治療 生活習慣病に関する医療費の増加

特定健診実施率(【実績値】99.0％　【目標値】令和6年度：99.1％　令和7年度：99.2％　令和8年度：99.3％　令和9年度：99.4％　令和10年度：99.5％　令和11
年度：99.6％)- 特定保健指導対象者割合(【実績値】25.2％　【目標値】令和6年度：25.0％　令和7年度：24.8％　令和8年度：24.6％　令和9年度：24.4％　令和10年度：24.2％　令和11年度：24.0％)-

7,150 - - - - -

3

既
存(

法
定)

特定健診（被
扶養者） 全て 男女

40
〜
74

被扶養
者 １ エ,オ,ス - カ,シ

委託先による健診予約、
受診手配、結果返却、XM
Lデータ納品

未予約者への勧奨
受診結果の早期回収
欠損データ0件

未予約者への勧奨
受診結果の早期回収
欠損データ0件

未予約者への勧奨
受診結果の早期回収
欠損データ0件

未予約者への勧奨
受診結果の早期回収
欠損データ0件

未予約者への勧奨
受診結果の早期回収
欠損データ0件

未予約者への勧奨
受診結果の早期回収
欠損データ0件

健康状態の把握、QOLの向上、早期発見・
早期治療 生活習慣病に関する医療費の増加

特定健診実施率(【実績値】59.3％　【目標値】令和6年度：65.0％　令和7年度：68.0％　令和8年度：71.0％　令和9年度：72.5％　令和10年度：75.7％　令和11
年度：78.5％)- 特定保健指導対象者割合(【実績値】7.6％　【目標値】令和6年度：7.4％　令和7年度：7.2％　令和8年度：7.0％　令和9年度：6.8％　令和10年度：6.6％　令和11年度：6.4％)-

4,935 - - - - -

2,5

既
存(

法
定)

特定健診情報
提供 全て 男女

40
〜
74

被保険
者,被扶

養者
１ ス - シ -

特定健診受診者全員へ結
果通知
ヘルスリテラシー訴求の
リーフレット同封
年代別リーフレット選定

特定健診受診者全員へ結
果通知
ヘルスリテラシー訴求の
リーフレット同封
年代別リーフレット選定

特定健診受診者全員へ結
果通知
ヘルスリテラシー訴求の
リーフレット同封
年代別リーフレット選定

特定健診受診者全員へ結
果通知
ヘルスリテラシー訴求の
リーフレット同封
年代別リーフレット選定

特定健診受診者全員へ結
果通知
ヘルスリテラシー訴求の
リーフレット同封
年代別リーフレット選定

特定健診受診者全員へ結
果通知
ヘルスリテラシー訴求の
リーフレット同封
年代別リーフレット選定

【目的】健康状態の把握、QOLの向上、早
期発見・早期治療 生活習慣病に関する医療費の増加

特定健診結果通知(【実績値】100％　【目標値】令和6年度：100％　令和7年度：100％　令和8年度：100％　令和9年度：100％　令和10年度：100％　令和11年
度：100％)-

効果測定指標の特定が困難なため
(アウトカムは設定されていません)

5,890 - - - - -
特
定
保
健
指
導
事
業

4

既
存(

法
定)

特定保健指導
（積極的支援
）

全て 男女
40
〜
74

基準該
当者 １ オ,ク,ケ,サ - ア,ウ,シ

事業主の了解を得て就業
時間内に実施出来るよう
調整済み
ICT面談採用中

健診結果取込み、参加要
請の早期化
事業主健康管理部門から
の参加勧奨
委託先見直しのための情
報収集

健診結果取込み、参加要
請の早期化
事業主健康管理部門から
の参加勧奨
委託先見直しのための情
報収集

健診結果取込み、参加要
請の早期化
事業主健康管理部門から
の参加勧奨
委託先見直しのための情
報収集

健診結果取込み、参加要
請の早期化
事業主健康管理部門から
の参加勧奨
委託先見直しのための情
報収集

健診結果取込み、参加要
請の早期化
事業主健康管理部門から
の参加勧奨
委託先見直しのための情
報収集

健診結果取込み、参加要
請の早期化
事業主健康管理部門から
の参加勧奨
委託先見直しのための情
報収集

【目的】健康状態の把握と健康課題の問題
解決、生活習慣病重症化予防 生活習慣病に関する医療費の増加

特定保健指導実施率(【実績値】25.0％　【目標値】令和6年度：50.0％　令和7年度：52.0％　令和8年度：54.0％　令和9年度：56.0％　令和10年度：58.0％　令和
11年度：60.0％)- 特定保健指導対象者割合(【実績値】12.9％　【目標値】令和6年度：12.7％　令和7年度：12.5％　令和8年度：12.3％　令和9年度：12.1％　令和10年度：11.9％　令和11年度：11.7％)-

3,135 - - - - -

4

既
存(

法
定)

特定保健指導
（動機付け支
援）

全て 男女
40
〜
74

基準該
当者 １ ク,ケ,サ - ア,ウ

事業主の了解を得て就業
時間内に実施出来るよう
調整済み
ICT面談採用中

健診結果取込み、参加要
請の早期化
事業主健康管理部門から
の参加勧奨
委託先見直しのための情
報収集

健診結果取込み、参加要
請の早期化
事業主健康管理部門から
の参加勧奨
委託先見直しのための情
報収集

健診結果取込み、参加要
請の早期化
事業主健康管理部門から
の参加勧奨
委託先見直しのための情
報収集

健診結果取込み、参加要
請の早期化
事業主健康管理部門から
の参加勧奨
委託先見直しのための情
報収集

健診結果取込み、参加要
請の早期化
事業主健康管理部門から
の参加勧奨
委託先見直しのための情
報収集

健診結果取込み、参加要
請の早期化
事業主健康管理部門から
の参加勧奨
委託先見直しのための情
報収集

【目的】健康状態の把握と健康課題の問題
解決、生活習慣病重症化予防 生活習慣病に関する医療費の増加

特定保健指導実施率(【実績値】30.0％　【目標値】令和6年度：50.0％　令和7年度：52.0％　令和8年度：54.0％　令和9年度：56.0％　令和10年度：58.0％　令和
11年度：60.0％)- 特定保健指導対象者割合(【実績値】9.0％　【目標値】令和6年度：8.8％　令和7年度：8.6％　令和8年度：8.4％　令和9年度：8.2％　令和10年度：8.0％　令和11年度：7.8％)-

522 - - - - -

予予
算算
科科
目目

注1)注1)
事業事業
分類分類

新新
規規
既既
存存

事業名事業名
対象者対象者 注2)注2)

実施実施
主体主体

注3)注3)
プロセスプロセス

分類分類
実施方法実施方法

注4)注4)
ストラクストラク

チャーチャー
分類分類

実施体制実施体制
予算額(千円)予算額(千円)

事業目標事業目標 健康課題との関連健康課題との関連実施計画実施計画
対象対象

事業所事業所 性別性別 年年
齢齢 対象者対象者 令和6年度令和6年度 令和7年度令和7年度 令和8年度令和8年度 令和9年度令和9年度 令和10年度令和10年度 令和11年度令和11年度

アウトプット指標アウトプット指標 アウトカム指標アウトカム指標

22



疾
病
予
防

3 新
規

定期健康診断
（HbA1c検査
）

全て 男女
18
〜
34

被保険
者 ３ キ - ア,カ 法定項目対象外のHbA1c

については健保で実施。

予約受診状況の確認
検査漏れがないよう委託
先経由で協力依頼
産業保健スタッフとの連
携強化

予約受診状況の確認
検査漏れがないよう委託
先経由で協力依頼
産業保健スタッフとの連
携強化

予約受診状況の確認
検査漏れがないよう委託
先経由で協力依頼
産業保健スタッフとの連
携強化

予約受診状況の確認
検査漏れがないよう委託
先経由で協力依頼
産業保健スタッフとの連
携強化

予約受診状況の確認
検査漏れがないよう委託
先経由で協力依頼
産業保健スタッフとの連
携強化

予約受診状況の確認
検査漏れがないよう委託
先経由で協力依頼
産業保健スタッフとの連
携強化

【目的】健康状態の把握、QOLの向上、早
期発見・早期治療 生活習慣病に関する医療費の増加

健診受診率(【実績値】100％　【目標値】令和6年度：100％　令和7年度：100％　令和8年度：100％　令和9年度：100％　令和10年度：100％　令和11年度：10
0％)- 特定保健指導対象者予備群(【実績値】13人　【目標値】令和6年度：12人　令和7年度：11人　令和8年度：10人　令和9年度：9人　令和10年度：8人　令和11年度：7人)-

19,335 - - - - -

3

既
存(

法
定)

家族健康診断 全て 男女
18
〜
74

被扶養
者 １ オ,ケ - カ,シ

健保委託先の提携医療機
関で健診受診できる仕組
みを提供

未予約者への勧奨
受診結果の早期回収
欠損データ0件

未予約者への勧奨
受診結果の早期回収
欠損データ0件

未予約者への勧奨
受診結果の早期回収
欠損データ0件

未予約者への勧奨
受診結果の早期回収
欠損データ0件

未予約者への勧奨
受診結果の早期回収
欠損データ0件

未予約者への勧奨
受診結果の早期回収
欠損データ0件

健康状態の把握、QOLの向上、早期発見・
早期治療 生活習慣病に関する医療費の増加

特定健診受診率(【実績値】59.3％　【目標値】令和6年度：65.0％　令和7年度：68.0％　令和8年度：71.0％　令和9年度：72.5％　令和10年度：75.7％　令和11
年度：78.5％)- 特定保健指導対象者割合(【実績値】7.6％　【目標値】令和6年度：7.4％　令和7年度：7.2％　令和8年度：7.0％　令和9年度：6.8％　令和10年度：6.6％　令和11年度：6.4％)-

114,013 - - - - -

3

既
存(

法
定)

人間ドック（
被保険者） 全て 男女

35
〜
74

被保険
者,任意
継続者

３ ア,オ,サ - ア,カ

既存の健診制度を特定健
診の代用とする事により
、健診受診への動機付け
としている
委託先の提携医療機関の
中から選択して受診出来
る仕組みにする事により
利便性の向上を計ってい
る

予約受診状況の確認
提携医療機関の見直し
委託先、産業保健スタッ
フとの連携強化

予約受診状況の確認
提携医療機関の見直し
委託先、産業保健スタッ
フとの連携強化

予約受診状況の確認
提携医療機関の見直し
委託先、産業保健スタッ
フとの連携強化

予約受診状況の確認
提携医療機関の見直し
委託先、産業保健スタッ
フとの連携強化

予約受診状況の確認
提携医療機関の見直し
委託先、産業保健スタッ
フとの連携強化

予約受診状況の確認
提携医療機関の見直し
委託先、産業保健スタッ
フとの連携強化

健康状態の把握、QOLの向上、早期発見・
早期治療

生活習慣病に関する医療費の増加
がん対策

特定健診受診率(【実績値】99.0％　【目標値】令和6年度：99.1％　令和7年度：99.2％　令和8年度：99.3％　令和9年度：99.4％　令和10年度：99.5％　令和11
年度：99.6％)- 特定保健指導対象者割合(【実績値】25.2％　【目標値】令和6年度：25.0％　令和7年度：24.8％　令和8年度：24.6％　令和9年度：24.4％　令和10年度：24.2％　令和11年度：24.0％)-

9,645 - - - - -

3

既
存(

法
定)

人間ドック（
被扶養者） 全て 男女

35
〜
74

被扶養
者 １ オ,ケ - カ

健保委託先の提携医療機
関で健診受診できる仕組
みを提供

未予約者への勧奨
受診結果の早期回収
欠損データ0件

未予約者への勧奨
受診結果の早期回収
欠損データ0件

未予約者への勧奨
受診結果の早期回収
欠損データ0件

未予約者への勧奨
受診結果の早期回収
欠損データ0件

未予約者への勧奨
受診結果の早期回収
欠損データ0件

未予約者への勧奨
受診結果の早期回収
欠損データ0件

【目的】健康状態の把握、QOLの向上、早
期発見・早期治療

生活習慣病に関する医療費の増加
がん対策

特定健診受診率(【実績値】59.3％　【目標値】令和6年度：65.0％　令和7年度：68.0％　令和8年度：71.0％　令和9年度：72.5％　令和10年度：75.7％　令和11
年度：78.5％)- 特定保健指導対象者割合(【実績値】7.6％　【目標値】令和6年度：7.4％　令和7年度：7.2％　令和8年度：7.0％　令和9年度：6.8％　令和10年度：6.6％　令和11年度：6.4％)-

7,200 - - - - -

3 既
存 脳MR検査 全て 男女

40
〜
74

被保険
者,被扶
養者,任
意継続

者
１ オ,キ,サ

20,000円（税別）を限度
として脳ＭＲ検査の50％
を補助

ア,カ 人間ドック受診時のオプ
ション検査として実施

オプション検査・予約方
法の周知
提携医療機関の実施状況
管理

オプション検査・予約方
法の周知
提携医療機関の実施状況
管理

オプション検査・予約方
法の周知
提携医療機関の実施状況
管理

オプション検査・予約方
法の周知
提携医療機関の実施状況
管理

オプション検査・予約方
法の周知
提携医療機関の実施状況
管理

オプション検査・予約方
法の周知
提携医療機関の実施状況
管理

健康状態の把握、QOLの向上、早期発見・
早期治療

該当なし（これまでの経緯等で実
施する事業）

検査受診者(【実績値】240人　【目標値】令和6年度：350人　令和7年度：360人　令和8年度：370人　令和9年度：380人　令和10年度：390人　令和11年度：40
0人)- 受診者が限定的なため

(アウトカムは設定されていません)

1,625 - - - - -

3 既
存

ヘリカルCT検
査 全て 男女

40
〜
74

被保険
者,被扶
養者,任
意継続

者
１ オ,キ,サ

肺ヘリカルＣＴ検査の費
用の50％を10,000円（税
別）を上限に費用補助

ア,カ 人間ドック受診時のオプ
ション検査として実施

オプション検査・予約方
法の周知
提携医療機関の実施状況
管理

オプション検査・予約方
法の周知
提携医療機関の実施状況
管理

オプション検査・予約方
法の周知
提携医療機関の実施状況
管理

オプション検査・予約方
法の周知
提携医療機関の実施状況
管理

オプション検査・予約方
法の周知
提携医療機関の実施状況
管理

オプション検査・予約方
法の周知
提携医療機関の実施状況
管理

健康状態の把握、QOLの向上、早期発見・
早期治療

該当なし（これまでの経緯等で実
施する事業）

検査受診者(【実績値】200人　【目標値】令和6年度：210人　令和7年度：220人　令和8年度：230人　令和9年度：240人　令和10年度：250人　令和11年度：26
0人)-

受診者が限定的なため
(アウトカムは設定されていません)

11,050 - - - - -

3 既
存 乳がん検診 全て 女性

18
〜
74

被保険
者,被扶

養者
１ イ,ウ,キ,サ

,シ
女性の加入者に対し、全
額健保補助による乳がん
検診を実施

ア,カ 健診受診時のオプション
検査として実施

オプション検査・予約方
法の周知
提携医療機関の実施状況
管理

オプション検査・予約方
法の周知
提携医療機関の実施状況
管理

オプション検査・予約方
法の周知
提携医療機関の実施状況
管理

オプション検査・予約方
法の周知
提携医療機関の実施状況
管理

オプション検査・予約方
法の周知
提携医療機関の実施状況
管理

オプション検査・予約方
法の周知
提携医療機関の実施状況
管理

【目的】乳がんの早期発見 がん対策

乳がん検診受診率(【実績値】88.0％　【目標値】令和6年度：90.0％　令和7年度：91.0％　令和8年度：92.0％　令和9年度：93.0％　令和10年度：94.0％　令和
11年度：95.0％)- 検診受診者の継続率(【実績値】44.2％　【目標値】令和6年度：45.0％　令和7年度：46.0％　令和8年度：47.0％　令和9年度：48.0％　令和10年度：49.0％　令和11年度：50.0％)3年継続受診者の割合

8,000 - - - - -

3 既
存 子宮がん検診 全て 女性

18
〜
74

被保険
者,被扶
養者,任
意継続

者
１ イ,ウ,キ,サ

,シ
女性の加入者に対し、全
額健保補助による子宮頸
がん検診を実施

ア,カ 健診受診時のオプション
検査として実施

オプション検査・予約方
法の周知
提携医療機関の実施状況
管理

オプション検査・予約方
法の周知
提携医療機関の実施状況
管理

オプション検査・予約方
法の周知
提携医療機関の実施状況
管理

オプション検査・予約方
法の周知
提携医療機関の実施状況
管理

オプション検査・予約方
法の周知
提携医療機関の実施状況
管理

オプション検査・予約方
法の周知
提携医療機関の実施状況
管理

【目的】子宮頸がんの早期発見 がん対策

予予
算算
科科
目目

注1)注1)
事業事業
分類分類

新新
規規
既既
存存

事業名事業名
対象者対象者 注2)注2)

実施実施
主体主体

注3)注3)
プロセスプロセス

分類分類
実施方法実施方法

注4)注4)
ストラクストラク

チャーチャー
分類分類

実施体制実施体制
予算額(千円)予算額(千円)

事業目標事業目標 健康課題との関連健康課題との関連実施計画実施計画
対象対象

事業所事業所 性別性別 年年
齢齢 対象者対象者 令和6年度令和6年度 令和7年度令和7年度 令和8年度令和8年度 令和9年度令和9年度 令和10年度令和10年度 令和11年度令和11年度

アウトプット指標アウトプット指標 アウトカム指標アウトカム指標
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子宮頸がん検診受診率(【実績値】73.0％　【目標値】令和6年度：75.0％　令和7年度：76.0％　令和8年度：77.0％　令和9年度：78.0％　令和10年度：79.0％　令
和11年度：80.0％)- 検診受診者の継続率(【実績値】44.2％　【目標値】令和6年度：45.0％　令和7年度：46.0％　令和8年度：47.0％　令和9年度：48.0％　令和10年度：49.0％　令和11年度：50.0％)3年継続受診者の割合

14,000 - - - - -

8
既
存

インフルエン
ザ予防接種補
助

全て 男女
0

〜
74

加入者
全員 １ ス

社外の医療機関での接種
につき1人年間3,500円を
上限として償還払い

シ - Web申請を継続 Web申請を継続 Web申請を継続 Web申請を継続 Web申請を継続 Web申請を継続 インフルエンザの合併症の減少、重症化予
防

該当なし（これまでの経緯等で実
施する事業）

予防接種申請割合(【実績値】31.5％　【目標値】令和6年度：35.0％　令和7年度：37.0％　令和8年度：39.0％　令和9年度：41.0％　令和10年度：43.0％　令和
11年度：45.0％)Web申請件数で算出、加入者全体の接種率は不明

予防接種と罹患率の因果関係が明確でないため
(アウトカムは設定されていません)

7,975 - - - - -

2,5,6 既
存

メンタル疾病
予防 全て 男女

0
〜
74

加入者
全員 ３ エ,ス

健康管理部門の社内EAP
と委託先の外部EAPによ
る総合的な支援

ア,ウ 委託先によるメール・電
話相談窓口の運営

被保険者：年間5回の健保
負担カウンセリング
メンタルヘルスセミナー
開催

被保険者：年間5回の健保
負担カウンセリング
メンタルヘルスセミナー
開催

被保険者：年間5回の健保
負担カウンセリング
メンタルヘルスセミナー
開催

被保険者：年間5回の健保
負担カウンセリング
メンタルヘルスセミナー
開催

被保険者：年間5回の健保
負担カウンセリング
メンタルヘルスセミナー
開催

被保険者：年間5回の健保
負担カウンセリング
メンタルヘルスセミナー
開催

メンタル疾患の早期発見・早期治療、生産
性向上と職場環境改善 メンタルヘルス対策

メンタルヘルスセミナー開催数(【実績値】4回　【目標値】令和6年度：10回　令和7年度：12回　令和8年度：14回　令和9年度：16回　令和10年度：18回　令和1
1年度：20回)-

セミナー開催と受療率の因果関係が明確でないため
(アウトカムは設定されていません)

1,000 - - - - -

3,4 既
存 口腔ケア事業 全て 男女

18
〜
74

被保険
者,任意
継続者

１ ア,ウ,キ
キャンペーン期間中に歯
科検診ならびに歯石除去
（クリーニング）を実施
した被保険者にインセン
ティブポイントを付与

コ,シ - キャンペーン周知 キャンペーン周知 キャンペーン周知 キャンペーン周知 キャンペーン周知 キャンペーン周知 歯周病の早期発見・早期治療、口腔ケアの
意識向上による歯科医療費適正化 歯科対策

キャンペーン参加者(【実績値】198人　【目標値】令和6年度：250人　令和7年度：300人　令和8年度：350人　令和9年度：400人　令和10年度：450人　令和11
年度：500人)-

キャンペーン参加者が限定的なため
(アウトカムは設定されていません)

10,000 - - - - -

3,6 既
存 郵送健診 全て 男女

18
〜
74

被保険
者,被扶

養者
１ オ,キ

節目健診として提供：30
歳（ABC検査）、55歳（
骨粗鬆症検査）
保健指導参加希望者へ検
査キットを提供
子宮頸がん検診普及活動
としてHPV検査キットを
提供

ア,ウ -
ABC検査及びHPV検査は
委託先によるフォロー体
制を構築

ABC検査及びHPV検査は
委託先によるフォロー体
制を構築

ABC検査及びHPV検査は
委託先によるフォロー体
制を構築

ABC検査及びHPV検査は
委託先によるフォロー体
制を構築

ABC検査及びHPV検査は
委託先によるフォロー体
制を構築

ABC検査及びHPV検査は
委託先によるフォロー体
制を構築

【目的】健康状態の把握による健康課題の
問題解決

生活習慣病に関する医療費の増加
がん対策

ABC検査受診率(【実績値】-　【目標値】令和6年度：20.0％　令和7年度：25.0％　令和8年度：30.0％　令和9年度：35.0％　令和10年度：40.0％　令和11年度：4
5.0％)-

検査受診者が限定的なため
(アウトカムは設定されていません)

3,000 - - - - -

4 既
存

生活習慣病重
症化予防プロ
グラム

全て 男女
18
〜
74

基準該
当者 １ オ,キ

短期入院プログラムを実
施している医療機関との
直接契約

ウ,カ - 短期入院プログラムを提
供

短期入院プログラムを提
供

短期入院プログラムを提
供

短期入院プログラムを提
供

短期入院プログラムを提
供

短期入院プログラムを提
供

特定保健指導対象者及び生活習慣病治療中
の方への啓発 生活習慣病に関する医療費の増加

プログラム周知回数(【実績値】2回　【目標値】令和6年度：4回　令和7年度：4回　令和8年度：4回　令和9年度：4回　令和10年度：4回　令和11年度：4回)- 実施医療機関が少なく対象者が限定的なため
(アウトカムは設定されていません)

5,000 - - - - -

1,2 既
存

公募型保健事
業 全て 男女

18
〜
74

被保険
者,被扶

養者
３ キ,ケ

上期、下期の2期制で実施
申請受付・審査後、実施
対象を決定し予算を付与

ア,ウ
加入事業所の実態やニー
ズに応じた取組みをサポ
ート

加入事業所への制度周知
実施事例の紹介
メニューの入替

加入事業所への制度周知
実施事例の紹介
メニューの入替

加入事業所への制度周知
実施事例の紹介
メニューの入替

加入事業所への制度周知
実施事例の紹介
メニューの入替

加入事業所への制度周知
実施事例の紹介
メニューの入替

加入事業所への制度周知
実施事例の紹介
メニューの入替

事業所、地域特性、加入者のニーズに応じ
た効果的かつ効率的な保健事業の実施と機
会の均等提供

該当なし（これまでの経緯等で実
施する事業）

セミナー実施回数(【実績値】25回　【目標値】令和6年度：30回　令和7年度：35回　令和8年度：40回　令和9年度：45回　令和10年度：50回　令和11年度：55
回)-

効果測定指標の特定が困難なため
(アウトカムは設定されていません)

100 - - - - -
体
育
奨
励

2,5 既
存

公募型保健事
業（事業主イ
ベント協賛）

全て 男女
18
〜
74

被保険
者,被扶

養者 １ ス - シ -
上期、下期の2期制で実施
申請受付・審査後、実施
対象を決定し予算を付与

上期、下期の2期制で実施
申請受付・審査後、実施
対象を決定し予算を付与

上期、下期の2期制で実施
申請受付・審査後、実施
対象を決定し予算を付与

上期、下期の2期制で実施
申請受付・審査後、実施
対象を決定し予算を付与

上期、下期の2期制で実施
申請受付・審査後、実施
対象を決定し予算を付与

上期、下期の2期制で実施
申請受付・審査後、実施
対象を決定し予算を付与

事業所、地域特性、加入者のニーズに応じ
た効果的かつ効率的な保健事業の実施と機
会の均等提供

該当なし（これまでの経緯等で実
施する事業）

イベント協賛(【実績値】1社　【目標値】令和6年度：3社　令和7年度：3社　令和8年度：3社　令和9年度：3社　令和10年度：3社　令和11年度：3社)- 効果測定が困難なため
(アウトカムは設定されていません)

24,460 - - - - -
そ
の
他

8 既
存

契約保養所利
用補助 全て 男女

0
〜
74

被保険
者,被扶

養者
１ ス インターネット経由での

利用補助 シ 年間6泊を上限として宿泊
費を補助 制度周知 制度周知 制度周知 制度周知 制度周知 制度周知 【目的】加入者の健康増進への環境及び意

識の醸成
該当なし（これまでの経緯等で実
施する事業）

補助泊数(【実績値】5,076泊　【目標値】令和6年度：-泊　令和7年度：-泊　令和8年度：-泊　令和9年度：-泊　令和10年度：-泊　令和11年度：-泊)- 利用者が限定的なため
(アウトカムは設定されていません)

7,000 - - - - -

8 既
存

スポーツクラ
ブ利用補助 全て 男女

15
〜
74

被保険
者,被扶

養者
１ ス

全国展開のスポーツクラ
ブの都度利用に対し
10回∕１ヶ月、1,000円∕
回を上限に利用補助を実
施

シ - 補助制度周知 補助制度周知 補助制度周知 補助制度周知 補助制度周知 補助制度周知 【目的】運動による健康増進ときっかけ作
り

該当なし（これまでの経緯等で実
施する事業）

予予
算算
科科
目目

注1)注1)
事業事業
分類分類

新新
規規
既既
存存

事業名事業名
対象者対象者 注2)注2)

実施実施
主体主体

注3)注3)
プロセスプロセス

分類分類
実施方法実施方法

注4)注4)
ストラクストラク

チャーチャー
分類分類

実施体制実施体制
予算額(千円)予算額(千円)

事業目標事業目標 健康課題との関連健康課題との関連実施計画実施計画
対象対象

事業所事業所 性別性別 年年
齢齢 対象者対象者 令和6年度令和6年度 令和7年度令和7年度 令和8年度令和8年度 令和9年度令和9年度 令和10年度令和10年度 令和11年度令和11年度

アウトプット指標アウトプット指標 アウトカム指標アウトカム指標
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補助回数(【実績値】6,356回　【目標値】令和6年度：-回　令和7年度：-回　令和8年度：-回　令和9年度：-回　令和10年度：-回　令和11年度：-回)- 運動習慣の割合（男性）(【実績値】25.3％　【目標値】令和6年度：-％　令和7年度：-％　令和8年度：-％　令和9年度：-％　令和10年度：-％　令和11年度：-％)1日30分以上の汗をかく運動を週2回以上、1年以
上継続実施

- 運動習慣の割合（女性）(【実績値】16.1％　【目標値】令和6年度：-％　令和7年度：-％　令和8年度：-％　令和9年度：-％　令和10年度：-％　令和11年度：-％)1日30分以上の汗をかく運動を週2回以上、1年以
上継続実施

注１) １．職場環境の整備  ２．加入者への意識づけ  ３．健康診査  ４．保健指導・受診勧奨  ５．健康教育  ６．健康相談  ７．後発医薬品の使用促進  ８．その他の事業
注２) １．健保組合  ２．事業主が主体で保健事業の一部としても活用  ３．健保組合と事業主との共同事業
注３) ア．加入者等へのインセンティブを付与  イ．受診状況の確認（要医療者・要精密検査者の医療機関受診状況）  ウ．受診状況の確認（がん検診・歯科健診の受診状況）  エ．ＩＣＴの活用  オ．専門職による健診結果の説明  カ．他の保険者と共同で集計データを持ち寄って分析を実施  キ．定量的な効果検証の実施

ク．対象者の抽出（優先順位づけ、事業所の選定など）  ケ．参加の促進（選択制、事業主の協力、参加状況のモニタリング、環境整備）  コ．健診当日の面談実施・健診受診の動線活用  サ．就業時間内も実施可（事業主と合意）  シ．保険者以外が実施したがん検診のデータを活用  ス．その他
注４) ア．事業主との連携体制の構築  イ．産業医または産業保健師との連携体制の構築  ウ．外部委託先の専門職との連携体制の構築  エ．他の保険者との健診データの連携体制の構築  オ．自治体との連携体制の構築  カ．医療機関・健診機関との連携体制の構築  キ．保険者協議会との連携体制の構築  ク．その他の団体との連携体制の構築

ケ．保険者内の専門職の活用（共同設置保健師等を含む）  コ．運営マニュアルの整備（業務フローの整理）  サ．人材確保・教育（ケースカンファレンス∕ライブラリーの設置）  シ．その他

予予
算算
科科
目目

注1)注1)
事業事業
分類分類

新新
規規
既既
存存

事業名事業名
対象者対象者 注2)注2)

実施実施
主体主体

注3)注3)
プロセスプロセス

分類分類
実施方法実施方法

注4)注4)
ストラクストラク

チャーチャー
分類分類

実施体制実施体制
予算額(千円)予算額(千円)

事業目標事業目標 健康課題との関連健康課題との関連実施計画実施計画
対象対象

事業所事業所 性別性別 年年
齢齢 対象者対象者 令和6年度令和6年度 令和7年度令和7年度 令和8年度令和8年度 令和9年度令和9年度 令和10年度令和10年度 令和11年度令和11年度

アウトプット指標アウトプット指標 アウトカム指標アウトカム指標
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